


厚生労働省 令和 3年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金 社会福祉推進事業 

「罪を犯した障害者・高齢者等の地域生活における支援ネットワークの強化と支援の効率化に向けた、

多機関連携による伴走的な支援体制の構築に関する調査研究事業」 
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※研修資料は、講師の了解が得られていないため、掲載していない。 



一般社団法人全国地域生活定着支援センター協議会 九州ブロック専門研修会 
 

開催要綱 
 

１. 開催趣旨 
令和３年度で地域生活定着促進事業は、事業開始から１２年目を迎えました。 
地域生活定着支援センターが、これまで多くの罪に問われた高齢・障害者を地域につなげるこ

とができたことは、司法、福祉、医療、その他関係機関、支援者のご理解ご協力のもと、充実し
た支援体制の構築が図られてきました。 

支援対象者一人一人の障害特性や生活の生きづらさに適した支援体制や生活環境を整えるこ
とが、地域生活に移行する上で重要な要素となります。そのために私たちは、支援対象者の言葉
を聴かなければなりません。しかし、支援対象者の中には抽象的な話が苦手で上手く言語化でき
ない者や、矯正施設入退所を繰り返し生活を立て直す希望を抱けない者もいます。私たちには、
支援対象者一人一人が描く“これからの生活イメージ”を一緒に作り、聴く力が求められています。 

また、今年度から『被疑者等支援業務』が地域生活定着支援センターの業務に追加され、より
早期に支援対象者の今後の生活目標に向けた意思を聴き、地域につなげなければなりません。 

そこで、地域の福祉関係者と歩んできた地域生活定着支援センターの 12 年間を振り返り、こ
の先５年後、１０年後に求められる罪に問われた高齢・障害者の支援について考え、必要な支援
対象者への支援技術の向上と司法・福祉関係機関の連携の充実を目的に、九州ブロック研修会を
開催することになりました。 

地域生活定着支援センター及び司法・福祉関係機関を対象とした本研修会が、支援の輪を広げ
事業の円滑な遂行に役立つことを期待し、関係機関・事業所等の皆様の積極的なご参加をお願い
申し上げます。 
 

２. 主催     一般社団法人 全国地域生活定着支援センター協議会 
         （社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会・沖縄県地域生活定着支援センター） 
 
３. 後援（予定） 福岡矯正管区・九州更生保護委員会・九州地方更生保護施設連盟 
 
４. 日時     第 1 弾：令和４年 2 月初旬～同年 3 月 18 日（金） オンデマンド配信 
         ⇒配信開始の日程は、専用 URL とともに、申込時に登録していただいたメー

ルアドレスにお知らせいたします。 
         第 2 弾：令和４年 2 月 16 日（水） 9：10 ～ 12：00（ライブ研修） 
 
５. 会場     オンライン開催 
         ※本研修会事務局の沖縄県地域生活定着支援センター母体法人の沖縄県社会

福祉協議会の YouTube チャンネルにて配信いたします。 
 
６. 定員     第 1 弾：オンデマンド配信のため、定員はありません 
         第 2 弾：４０名（九州ブロック地域生活定着支援センター職員のみ） 
 
７. 参加対象者  全国地域生活定着支援センター協議会会員・刑務所・少年院・少年鑑別所・ 



保護観察所・更生保護施設・自立準備ホーム・行政機関・医療機関・福祉機関 
 
８. 参加費    無料 
 
９. プログラム  別紙参照 
 
１０.参加申し込み 第 1 弾：沖縄県社会福祉協議会（沖縄定着母体法人）のホームページにありま

す『研修会・大会等お申し込みはこちら』内の本研修会申し込みペ
ージより、令和 4 年１月１１日（火）午前１０時～同年２月２８日
までにお申し込み下さい。 

お申し込みの際に、本研修会の専用 URL や配信開始日程等を送付す
るために、ご参加される皆様のメールアドレスの記入をお願いして
おりますので、ご協力お願いいたします。 

 
第 2 弾：ご参加される職員のお名前・役職・定着での経験年数をご記入の上、

令和４年 2 月 4 日（金）までにサイボウズにてお申し込み下さい。 
 
＜備考＞ 
・本研修（第２弾のみ）は「Zoom」を使用します。 
・インターネットに接続されたパソコン、タブレットで参加できます。使用する予定のデバイスに
あらかじめ、Zoom のアプリをインストール、ダウンロードしてください（インストール、ダウン
ロードは無料でできます。また最新バージョンをご使用ください）。 
・参加にかかるデータ通信料は参加者負担となります。ご了承ください。タブレット等の契約プラ
ン内容によってはデータ制限がかかる可能性がありますのでご注意ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



研修会次第 

第 1 弾 【令和 4 年 2 月初旬～同年 3 月 18 日（金）】 

時  間 プログラム 内   容 

５分 開会挨拶 嘉陽 孝治（社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会 常務理事） 

５分 会長挨拶 高原 伸幸 氏（全国地域生活定着支援センター協議会会長） 

80 分 講演➀ 
テーマ「地域福祉の強みを活かした地域移行支援 

～地域生活定着支援センターの成果と課題～（仮）」 
講師：森久 智江 氏（立命館大学 法学部 教授） 

8０分 講演➁ 
テーマ「支援対象者の意思決定に基づく支援 

～夢・目標を叶える支援とは～（仮）」 
講師：島村 聡 氏（沖縄大学 人文学部 教授） 

５分 閉会挨拶 伊良皆 和弘（沖縄県地域生活定着支援センター長） 

 
第 2 弾 【令和 4 年 2 月 16 日（水）】    

時  間 プログラム 内      容 

８:５０～９:１０（２０分） 受付  

９:１０～９:１５（５分） 事務連絡  

９：１５～９：２０（５分） 開会挨拶 
豊留 満代氏 

（全国地域生活定着支援センター協議会 
 九州ブロック長） 

９:２０～１１:５０ 
（１５０分）※休憩含む 

事例検討会 
島村 聡氏 

（沖縄大学 人文学部 教授） 
１１：５０～１１：５５ 
（５分） 

閉会挨拶 
 伊良皆 和弘 
（沖縄県地域生活定着支援センター長） 

１１：５５～１２：００ 
（５分） 

事務連絡  
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会・大会等お申し込みはこちら』内の本研修会申し込みページより、令和 4 年 
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１１.研修会次第 
【配信期間：令和 4 年 2 月初旬～同年 3 月 18 日（金）】 

時  間 プログラム 内   容 

５分 開会挨拶 嘉陽 孝治（社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会 常務理事） 

５分 会長挨拶 高原 伸幸 氏（全国地域生活定着支援センター協議会会長） 

80 分 講演➀ 
テーマ「地域福祉の強みを活かした地域移行支援 

～地域生活定着支援センターの成果と課題～（仮）」 
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～夢・目標を叶える支援とは～（仮）」 
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１２.本研修会事務局の連絡先 
 ・本研修会事務局・沖縄県地域生活定着支援センター 
 ・TEL：098-884-2800 
 ・担当：橋口 
ご不明な点等ございましたら、ご連絡ください。 
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